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1.研 究 目的 ・内容

一i
企業行動の国際比較分析

InternationalComparativeAnalysis

ofCorporations-AnEmpiricalStudy一

on the Behavior

道 明 義弘(社 会 学部 ・教 授)

・内 容

日本お よび米国、カナダのデータベースを利用 し、 とくに財務データに基づいて企業行

動を分析する。

2.研 究 方法 ・計 算方 法

日本政 策投 資銀 行(旧 開銀)企 業 財務 デ ー タバ ン ク、S&P'SCOMPUSTATの デ ー タをパ

ソコン を用 い て処理 し、SPSS,TSPな どの統 計処 理 を行 うこ とに よ って、企 業 行動 を解 明

す る。

3.研 究 成 果

日本企業 とアメリカ・カナダ企業 との行動の差異及び 日本企業におけるOEM効 果につい

て、下記 に公表するような成果 を得た。

4,発 表 ・出版実績または予定

「OEMと 雇用の流動化 一検証:株 式会社 『日本』」道明義弘 ・伊藤研一奈良大学情報処

理センター年報No.10(1999)

「日 ・米 ・加産業(業 種)別 自己資本経常利益率規定要因の推計一企業財務分析デ.___タ

にもとつ くパネルデータ分析 一く検証:株 式会社 『日本』〉」立命館経済学、第48巻 第

1号(1999)、 伊藤研一 ・道 明義弘 ・井澤裕司

「日本の製造業:OEM化 のメカニズム とその影響 一検証:株 式会社 『日本』一」奈良大

学紀要第28号(2000)、 道明義弘 ・伊藤研一
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